
環境問題は、資源、エネルギー、人口、食糧、経済、

自然災害、安全保障、教育等々の社会的、経済的問題が

複雑に絡み合い、予測が非常に難しい。このため、前も

って対策をたてるには、最新の知識、技術を結集して、

将来の姿を描く必要がある。

一方、大気拡散については、自然現象が複雑系である

ことが予測を本来的に難しいものにしている。当研究所

では大型風洞設備、気象観測装置、高性能計算機を駆使

して、この難問に挑戦してきた。また、幸い電力各社の

ご協力により、現地の貴重なデータを得ることもできた。

これらをもとに、大気拡散の予測手法や気象観測手法を開発し、発電所の環境影響評価と社会の理

解を得た円滑な立地に、これまで幾分なりとも貢献できたのではないかと考えている。ご指導、ご

協力を賜った大学、研究機関の先生方、電力会社関係各位に、心よりお礼申し上げます。

大気拡散予測技術は、酸性雨や地球温暖化など広域～地球規模の輸送にも適用できる。また、今

後、ますます重要となる土壌、水系を含めた物質循環を、総合的にとらえた環境影響評価手法への

発展も必須である。今後とも、電気事業および社会に還元できる大気環境の研究を進めて参る所存

ですので、関係各位のご指導とご鞭撻をお願いする次第であります。
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いたします。

電力中央研究所が本格的に大気拡散や気象の研究に取

り組み始めて、すでに35年の年月が経ちました。この間、

大気環境問題は、煙突からのばいじん、SOｘ、NOｘと

いった地域の環境問題から、地球温暖化などの地球規模

での環境問題へと移ってきました。

当所が進めてきた火力発電所や原子力発電所を対象と

したリモートセンシングによる気象解析法の研究成果、

ならびに風洞実験や数値解析による排ガス拡散評価法の

研究成果は、発電所の立地における環境影響評価の元と

なるとともに、個々の立地地点に対しては、現地観測や

拡散実験などで協力してまいりました。

昨年、環境影響評価法が施行され、資源エネルギー庁

からは「発電所に係る環境影響評価の手引」が発刊され、

この取りまとめの中で、当所の成果も反映させていただ

いております。これを契機に、当所の長年の成果を取り

まとめました。

本レビューが、大気拡散予測についての、過去から現

在までの理解の一助になりますことを、願ってやみませ

ん。

最後になりましたが、巻頭言をご執筆いただきました

工学院大学 北林興二教授に、心より感謝させていただ

きます。

編　集　後　記

表　紙　絵
当所では、火力・原子力発電所と地

域との共生を目指して、発電所の景観
や緑化などのデザインをシミュレーシ
ョンするシステムを開発してきました。
表紙のコンピュータグラフィックス
（CG）は、この景観シミュレーションシ
ステムを用いて、将来の地域共生型発
電所のデザイン案を作成したものです。
なお、このシステムは電力中央研究

所のホームページでも簡単に操作でき
るように公開しています。興味のある
方は、次のアドレスへ是非アクセスし
てみて下さい。
http : //criepi. denken. or. jp/CRIEPI/
serc/socio. htm
（電力中央研究所　経済社会研究所

上席研究員　山本公夫）


